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自由民主党会派視察報告書  

 

１  期   日  平 成 ３ １ 年 １ 月 ２ ３ 日 （ 水 ） ～  

平 成 ３ １ 年 １ 月 ２ ４ 日 （ 木 ）   

 

２  参 加 議 員  海 老 原 功 一  

   中 川  弘  

   中 村 彰 男  

   加 藤 啓 子  

 

３  視 察 項 目   

（ １ ） 福 島 県 相 馬 市  

流 山 市 議 会 災 害 対 応 マ ニ ュ ア ル に 対 す る 意 見 交 換 に つ い て  

 

４  視 察 研 修 内 容  

（ １ ） 福 島 県 相 馬 市  

流 山 市 議 会 災 害 対 応 マ ニ ュ ア ル に 対 す る 意 見 交 換 に つ い

て  

【 面 談 】 相 馬 市 議 会   

米 山  光 喜 議 長  

立 谷  耕 一 議 会 運 営 委 員 会 委 員 長   

只 野  敬 三 議 会 運 営 委 員 会 副 委 員 長   

 

【 視 察 目 的 】  

流 山 市 議 会 に お い て 先 程 制 定 し た 「 流 山 市 議 会 災 害 対 応 マ ニ ュ

ア ル 」 に つ い て は そ の 検 討 段 階 に お い て 議 会 運 営 委 員 会 で 相 馬 市

を 視 察 、 相 馬 市 議 運 メ ン バ ー の 方 々 と 意 見 交 換 を 行 っ た 経 緯 が あ

る 。 そ の 制 定 を 受 け 災 害 対 応 マ ニ ュ ア ル の 内 容 や 今 後 の 運 用 に つ

い て 相 馬 市 議 会 正 副 議 長 ・ 議 運 の 正 副 委 員 長 と 意 見 交 換 を 行 う 。  

 

【 視 察 報 告 】  

先 ず 、 議 会 運 営 委 員 会 委 員 長 で も あ る 中 川 よ り 昨 年 12 月 に 制 定

し た 「 流 山 市 議 会 災 害 対 応 マ ニ ュ ア ル 」 に つ い て 説 明 を 行 い 、 そ
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の 後 意 見 交 換 を 行 っ た 。  

【 主 な 意 見 に つ い て 】  

１ ．  災 害 対 応 マ ニ ュ ア ル を 定 め る こ と に つ い て  

大 規 模 災 害 時 に お い て 議 員 が 取 る べ き 行 動 規 範 と し て は ご く

常 識 的 な 内 容 に な っ て お り 、 本 来 で あ れ ば マ ニ ュ ア ル が 無 く

て も 適 切 に 行 動 で き る べ き で あ る が 、 近 年 議 員 自 身 、 取 り 巻

く 環 境 も 変 わ っ て き て い る 事 か ら 文 書 化 に つ い て は 意 味 は あ

る と 考 え る 。  

実 際 の 災 害 に お い て は 何 が 起 き る か わ か ら な い の が 現 実 で あ

り こ の 程 度 の 記 述 内 容 で 丁 度 良 い の で は な い か 。  

→ 当 方 の 説 明 に こ た え る 形 で 。  

２ ．  議 会 基 本 条 例 と の 関 係 に つ い て  

相 馬 市 に お い て は 、 議 会 基 本 条 例 の 制 定 が ３ ． １ １ 東 日 本 大

震 災 以 降 で あ っ た た め に 議 会 基 本 条 例 に 災 害 対 策 の 項 目 を 盛

り 込 ん で い る 。 流 山 市 に お い て は 、 条 例 化 の 動 き は 無 い の

か 。  

→ 今 の と こ ろ 、 条 例 化 （ 議 会 基 本 条 例 の 改 正 ） ま で は 踏 み 込

ん で い な い 旨 、 回 答 。  

３ ．  記 載 内 容 に つ い て  

①  安 否 確 認 の 事 務 局 へ の 連 絡 に つ い て  

発 災 後 直 ち に 連 絡 で は な く 、 24 時 間 以 内 と し た 理 由 は 何

か ？  

→ 議 員 の 被 災 の 有 無 を 判 断 す る た め に 、 一 定 の 時 間 を 切 る

こ と と し た 。 ま た 、 市 職 員 の 1/ 3 が 流 山 市 市 外 の 在 住 で あ

り 連 絡 を 受 け る 事 務 局 サ イ ド も 体 制 が 取 れ な い 。  

（ 当 時 消 防 団 長 で 有 っ た 立 谷 委 員 長 も 発 災 直 後 は 津 波 避 難

誘 導 ・ 津 波 到 達 後 の 救 助 作 業 に よ り 議 会 に 連 絡 で き た の は

発 災 3 日 後 で あ っ た と の 事 、 そ の 為 一 時 は 行 方 不 明 者 リ ス

ト に 記 載 さ れ て い た ） 。  

②  家 族 の 安 否 確 認 に つ い て  

家 族 ま で 敢 え て 安 否 確 認 情 報 に 加 え た 理 由 は 何 か 。 議 員 で

あ る 以 上 、 家 族 の 安 否 よ り 市 民 の 安 全 確 保 に 動 く べ き で は

な い か 。  
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→ 議 員 の 状 況 を 把 握 す る 目 的 で あ り 、 市 民 よ り 家 族 の 安 否

を 優 先 す る こ と を 想 定 し た も の で は な い 。  

 

４ ．  自 由 な 意 見 交 換  

①  発 災 後 3 日 間 は 、 電 話 は 携 帯 を 含 め 殆 ど 使 用 不 能 の 状 態 で

あ り 、 辛 う じ て メ ー ル が 時 々 届 く 程 度 の 状 態 で あ っ た 。 相

馬 市 に お い て は 、 地 震 の 揺 れ に よ る 被 害 は 殆 ど 無 か っ た 。

津 波 被 害 を 受 け な か っ た 国 道 6 号 線 西 側 の 地 域 に お い て も

通 信 事 情 は 同 様 で あ っ た 。  

②  流 山 市 に お い て は 津 波 の 被 害 の 可 能 性 は 少 な い と 思 う が 、

江 戸 川 な ど の 河 川 氾 濫 の 可 能 性 に つ い て は ど う か 。 特 に 近

年 は 想 定 外 の 災 害 が 多 発 し て い る の で そ れ に 対 す る 備 え

は ？  

→ 江 戸 川 の 氾 濫 の 想 定 を し て 毎 年 水 防 訓 練 を 松 戸 市 と 開 催

す る な ど し て い る が 、 本 当 に 氾 濫 に 備 え た 対 策 に 予 算 を 割

り 当 て る と こ ろ ま で は 行 っ て い な い 。  

③  避 難 の 呼 び か け に つ い て  

津 波 被 災 者 の 多 く は 、 津 波 警 報 が 発 令 さ れ 消 防 団 が 避 難 誘

導 に 当 た る 中 、 こ れ ま で も 津 波 は 来 な か っ た 大 丈 夫 と 避 難

を し な か っ た 事 に よ る も の で あ っ た 。  

④  津 波 被 災 者 の 死 因  

死 因 の 多 く は 圧 死 （ 津 波 で 流 さ れ た 家 屋 ・ 家 具 ・ 車 な ど に

よ り 挟 ま れ て 圧 迫 さ れ た こ と に よ る ） が 溺 死 の 数 を 大 き く

上 回 る 。  

⑤  津 波 か ら の 生 存 者  

津 波 に の ま れ た 方 で 助 か っ た 方 は ご く 僅 か で 、 奇 跡 的 と い

う 形 容 が 当 て は ま る 。 ま た 、 今 な お 不 明 者 が お り 、 津 波 に

よ っ て 沖 に 流 さ れ た も の と 思 わ れ る （ 陸 上 は 徹 底 的 に 調 査

し た 事 か ら ） 。 第 一 波 の 津 波 で 家 ご と 沖 に 流 さ れ 、 第 二 波

で 押 し 戻 さ れ た と こ ろ を 救 助 さ れ た り し て い る 。 現 在 、 生

き 残 っ た 方 は 「 震 災 の 語 り 部 」 と し て 活 動 を さ れ て い る 。  

 

そ の 他 、 実 際 に 大 災 害 を 経 験 し か ら こ そ 話 せ る こ と で あ り 、 実
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際 に 流 山 に お い て 大 震 災 が 発 生 し た 際 に 果 た し て 我 々 が 何 処 ま で

動 け る の か 改 め て 考 え さ せ ら れ る こ と も あ っ た 。 姉 妹 都 市 で あ る

が ゆ え に 、 本 音 か ら の 有 意 義 な 意 見 交 換 が で き た 。  

 

 

ご 対 応 い た だ い た 米 山 議 長 、 立 谷 議 運 委 員 長 、 只 野 議 運 副 委 員

長 と 共 に 。  


